
雑草に学ぶ

早町小学校 西島常徳

９月１日，子供たちは長期の夏休みを終え，２学期の始業式を迎えました。
宿題が終わらず不安げな様子の子供もいましたが，まずは元気に登校できた
ことを大変嬉しく思います。家庭や地域での温かい見守りや声かけ等，あり
がとうございました。
今年の夏休みは台風が直撃することなく，時折にわか雨が降ったので，サ

トウキビはまっすぐ，そして大きく伸びています。
学校では花がたくましく育ち，きれいな花々が見

る者の心を癒やしてくれますが，一方でやっかいな
のは校内の雑草です。案の定，「早く」「たくましく」
「力強く」育ち，炎天下で草刈りをする私を困らせ ４月17日（木）に６年生を対象に実施された全国学力学習状況調査の結
てくれてます。草を刈った後，しばらくするとさら 果が公表されましたので、お知らせします。この調査は全国一斉の調査であ
にパワーアップした草が生えているのを見たときは， り、学校における子供たちへの教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て
まさに「落胆」の一言に尽きます。 ることが目的です。下の結果のとおり、本校の子供たちは全ての教科で全国
夏休み中に一冊の本に出会いました。タイトルは 平均を上回ることができました。ただし、詳細まで分析すると、思考力や表

「面白すぎて時間を忘れる雑草の不思議」，作者は静岡大学の稲垣栄洋教授 現力には課題が見られます。今後、全校体制で課題解決に向けた取組を進め
で，雑草生態学が専門とのこと。 ていきたいと思います。
校内の雑草と悪戦苦闘していた私は，相手の弱みを握ろうとひそかに読み

始めました。
しかしながら，さまざま雑草は変化の著しい環境において，生き残るため

にそれぞれの戦略があり，周囲の環境を巧みに利用していることや，個体ご
との草の強みが具体的に記されていました。本の中で印象に残った部分を下
に紹介します。ちなみに”植物学の父”と呼ばれる牧野富太郎博士によると
「雑草」という草はないそうです。※本書での「雑」の捉えは，多様性に溢
れるという意と思われます。

「雑」とはなんだろう。

雑は整理されない力である。
雑は枠に収まらない力である。 9月9日（火）、白水の平 國男さん
雑は常識や思い込みにとらわれない力である。 を講師にお招きして、運動会に向け
雑は変化する力である。 た「かけっこ教室」を実施しました。
そして，雑は新しいものを生み出す力である。 股関節や肩関節の可動域を広げる運

動を通して、身体の使い方を学ぶこ
そうだとすると，今の時代にこそ「雑」はふさわしい。 とができました。

今後、運動会の練習も本格化して
今，学校では予測困難な時代を「たくましく生き抜く力の育成」に取り組 いきます。子供たちはきっと今回の

んでいます。本書に書かれていることを，そっくり人間の生活に生かすとい 学びを生かして、運動会当日に、素
う考えは危ういことだと考えます。しかしながら，目の前でたくましく生き 晴らしい走りを見せてくれることで
抜く力を備えた雑草には，そのヒントが多くありそうです。 しょう。
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